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天竜川下流の受益地（静岡県磐田市）

天竜川下流農業水利事業により、安定的に
農業用水を供給できるようになり、地域農
業の発展に大きく貢献している。
温暖な気候や消費地に近い立地条件を生か
し、天竜川沿いでは、水稲を中心に小麦・
大豆等の土地利用型作物やレタス、スイー
トコーン等の野菜、磐田原台地の畑地帯で
は、茶、キャベツ等の野菜の栽培が展開さ
れている。

3

巻
頭
言

お
米
千
食  

奥
村
組
　
奥
村
　
太
加
典

5

参
議
院
議
員
宮
崎
雅
夫
活
動
報
告

参
議
院
予
算
委
員
会（
集
中
審
議
）の
概
要

7

進
藤
金
日
子
参
議
院
議
員
レ
ポ
ー
ト

我
が
国
の
財
政
と
社
会
資
本
整
備

9

私
か
ら
見
た
土
地
改
良

渡
辺
研
司

名
古
屋
工
業
大
学
大
学
院
教
授
に
聞
く

 

佐
藤
工
業
　
稲
田
　
幸
三

21

菊
岡
保
人
の
水
彩
画 

〜
細
部
に
思
い
を
こ
め
て
〜

23
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る　

vol.6

ニ
ラ
の
出
荷
調
整
を
担
う「
そ
ぐ
り
セ
ン
タ
ー
」

　
〜
日
本
一
の
ニ
ラ
産
地
の
維
持
・
発
展
〜

 

清
水
建
設
　
神
成
　
篤
司

27
国
営
事
業
地
区
探
訪

苦
闘
の
末
に
築
か
れ
た
農
業
水
利
施
設
が
地
域
の
発

展
を
支
え
る「
天
竜
川
下
流
地
区
」

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
、浅
羽
揚
水
機
場
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
、

天
竜
川
の
恵
み
を
次
世
代
へ
継
承

 

関
東
農
政
局
西
関
東
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
　
小
林
　
賢
一

 

青
木
あ
す
な
ろ
建
設
　
青
山
　
裕
之

35
女
性
リ
レ
ー
ト
ー
ク

現
場
と
子
育
て 

西
松
建
設
　
半
沢
　
　
凜

37
国
営
事
業
地
区
の
将
来
展
望

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業（
国
営
洪
水
調
節
機
能
強
化
事
業
）

山
王
海
葛
丸
地
区

 

飛
島
建
設
　
高
橋
　
　
淳

41
土
地
改
良
切
り
語
り　

第
41
回

ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
土
地
改
良（
そ
の
1
）　

│
農
業
者
間
の
利
害
調
整
│

 

総
合
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
元
杉
　
昭
男

44
協
会
報
告

新
・
担
い
手
三
法
の
趣
旨
徹
底
に
向
け
て

68

国
営
事
業
地
区
等
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
学
生
支
援
事
業

81

我
が
社
の
技
術
Ｐ
Ｒ

各
種
排
水
工
事
に
お
け
る
新
技
術
を
用
い
た
施
工
事
例

│
既
製
杭
機
械
式
継
手
・
C
O
M
P
A
S
S
工
法
│ 

 

鉄
建
建
設
　
高
山
　
真
揮

84
現
場
代
理
人
レ
ポ
ー
ト

吉
井
川
農
業
水
利
事
業 

大
本
組
　
阿
部
　
貴
之

85

問
わ
ず
語
り

86

く
ろ
す
お
ー
ば
ー

3土地改良　326号　2024.7 ●

土地改良  326号　2024.7

　

皆
さ
ん
、
お
米
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？

　

朝
は
パ
ン
、
昼
は
麺
類
を
選
ぶ
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本

人
の
食
生
活
の
多
様
化
が
も
た
ら
し
た
お
米
の
消
費
量
低
下
に
よ
り
、
過
去
に

は
約
五
〇
年
に
亘
り
減
反
政
策
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
際
紛
争
勃
発
に
よ
り
小

麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
が
高
騰
し
て
も
減
少
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
消
費
を
増

や
す
工
夫
の
米
粉
パ
ン
、
米
粉
麺
も
定
着
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
購
入
単
価
で

変
わ
り
ま
す
が
、
中
茶
碗
一
杯
の
お
米
代
は
三
〇
円
程
度
、
ど
ん
ぶ
り
一
杯
で

も
五
〇
円
程
度
で
す
の
で
、
食
品
の
値
上
げ
が
続
く
昨
今
、
実
は
と
て
も
有
難

い
価
格
で
す
。

　

私
自
身
は
年
間
三
食
×
三
六
五
日
＝
一
〇
九
五
食
の
内
、
一
〇
〇
〇
食
近
く

お
米
を
食
べ
る
か
飲
ん
で
い
ま
す（
笑
）。
新
入
社
員
の
頃
に
二
年
間
だ
け
で

す
が
現
場
寮
で
生
活
し
た
こ
と
で
、
朝
に
は
ご
飯
、
味
噌
汁
、
生
卵
、
漬
物
を

食
べ
る
こ
と
が
習
慣
化
し
、
今
も
ご
飯
と
味
噌
汁
の
朝
食
で
す
。

　

私
が
お
酒
を
飲
み
始
め
た
四
十
数
年
前
は
チ
ュ
ー
ハ
イ
が
急
拡
大
し
、
残
念

な
が
ら
美
味
し
い
日
本
酒
は
少
な
く
高
価
で
し
た
。
現
在
は
高
品
質
の
美
味
し

い
日
本
酒
が
と
て
も
多
く
お
手
頃
な
の
に
、
若
者
の
日
本
酒
離
れ
は
顕
著
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

奥
村
組
創
業
者
の
曽
祖
父
が
大
の
日
本
酒
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
日
本
酒

発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
る
奈
良
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
酒
に

対
す
る
想
い
も
強
く
、
美
味
し
い
お
酒
に
巡
り
合
え
た
時
に
は
堪
ら
な
く
幸
せ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
自
宅
の
隣
の
市
に
所
在
す
る
酒
造
会
社
に
お
願
い
し
、
当

社
施
工
の
新
し
い
酒
造
蔵
で
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日
本
酒
を
造
っ
て
も
ら
い
客

先
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
お
酒
な
ど
嗜
好
品
に
関
す
る
原
料
は
食
料
自
給
率

に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
健
康
に
留
意
し
つ
つ
消
費
す
る
こ
と
で
農
業

振
興
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
く
息
子
を
鍛
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

資
質
や
嗜
好
は
見
事
に
承
継
出
来
ま
し
た
。
お
米
を
よ
く
食
べ
ま
す
し
、
他
の

お
酒
を
飲
ん
で
い
て
も
仕
上
げ
に
日
本
酒
を
飲
み
た
が
る
ほ
ど
で
す
。

　

農
業
就
労
者
の
高
齢
化
は
建
設
業
以
上
に
進
み
離
農
も
多
く
、
農
地
の
管
理

や
耕
作
を
農
業
生
産
法
人
等
が
引
き
受
け
る
事
例
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

傾
向
は
今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
如
何
に
担
い
手
が
耕
作
し
や
す

く
、
生
産
性
が
高
い
農
地
に
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
食
料

供
給
困
難
事
態
が
到
来
し
た
場
合
に
も
効
率
的
に
増
産
や
作
物
転
換
が
可
能
に

な
る
よ
う
、
農
地
の
区
画
拡
大
や
排
水
改
良
、
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
な
ど
更

な
る
圃
場
の
整
備
を
進
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
は
僅
か
三
七
％
で
あ
る
う
え
、
微
減

傾
向
に
あ
り
正
に
危
機
的
状
況
で
す
。
更
に
は
円
安
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
、

農
産
物
の
輸
出
と
い
う
点
で
は
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
の
、
我
が
国
の
食
料
安
全

保
障
に
と
っ
て
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
す
。
国
内
の
農
業
生
産
体
制
を
維

持
し
改
善
し
て
い
く
た
め
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
今
こ

そ
、「
ニ
ッ
ポ
ン
フ
ー
ド
シ
フ
ト
！
」

　

国
民
皆
が
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も

お
米
を
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
そ
う
す
る
こ
と
を
周
り
に
勧
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
！
」
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